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発明の要旨
　本発明は、ウォールボードなどの硬化石膏含有製品、及びこれらの作製方法を提供する
。有利には、本発明の硬化石膏含有製品は、賦形剤として吸音タイルを含む。
　即ち、本発明は以下に関する：
［１］硬化石膏のインターロッキングマトリックスを含む石膏ウォールボードであって、
該ウォールボードが、焼き石膏、水及び吸音タイルを含む組成物から形成されており、ウ
ォールボードが以下に従って、ウォールボードの厚みに応じた、釘引き抜き抵抗、流れ方
向におけるＭＯＲ、及び横方向におけるＭＯＲを有する、石膏ウォールボード：
　（ｉ）１／４インチのウォールボードについて、少なくとも３６ｌｂｆの釘引き抜き抵
抗、流れ方向において少なくとも１２８８ｐｓｉのＭＯＲ、及び横方向において少なくと
も４４８ｐｓｉのＭＯＲ；
　（ｉｉ）３／８インチのウォールボードについて、少なくとも５６ｌｂｆの釘引き抜き
抵抗、流れ方向において少なくとも９５８ｐｓｉのＭＯＲ、及び横方向において少なくと
も３２４ｐｓｉのＭＯＲ；
　（ｉｉｉ）１／２インチのウォールボードについて、少なくとも７７ｌｂｆの釘引き抜
き抵抗、流れ方向において少なくとも７４９ｐｓｉのＭＯＲ、及び横方向において少なく
とも２５２ｐｓｉのＭＯＲ；
　（ｉｖ）５／８インチのウォールボードについて、少なくとも８７ｌｂｆの釘引き抜き
抵抗、流れ方向において少なくとも６５９ｐｓｉのＭＯＲ、及び横方向において少なくと
も２０６ｐｓｉのＭＯＲ；
　（ｖ）３／４インチのウォールボードについて、少なくとも９７ｌｂｆの釘引き抜き抵
抗、流れ方向において少なくとも５２０ｐｓｉのＭＯＲ、及び横方向において少なくとも
１７４ｐｓｉのＭＯＲ；及び
　（ｖｉ）１インチのウォールボードについて、少なくとも１０３ｌｂｆの釘引き抜き抵
抗、流れ方向において少なくとも３３９ｐｓｉのＭＯＲ、及び横方向において少なくとも
１３５ｐｓｉのＭＯＲ。
［２］前記ウォールボードが、１／４インチの厚み、少なくとも３６ｌｂｆの釘引き抜き
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、及び流れ方向において少なくとも１２８８ｐｓｉのＭＯＲ、及び横方向において少なく
とも４４８ｐｓｉのＭＯＲを有する、上記［１］に記載のウォールボード。
［３］前記ウォールボードが、３／８インチの厚み、少なくとも５６ｌｂｆの釘引き抜き
、及び流れ方向において少なくとも９５８ｐｓｉのＭＯＲ、及び横方向において少なくと
も３２４ｐｓｉのＭＯＲを有する、上記［１］に記載のウォールボード。
［４］前記ウォールボードが、１／２インチの厚み、少なくとも７７ｌｂｆの釘引き抜き
、及び流れ方向において少なくとも７４９ｐｓｉのＭＯＲ、及び横方向において少なくと
も２５２ｐｓｉのＭＯＲを有する、上記［１］に記載のウォールボード。
［５］前記ウォールボードが、５／８インチの厚み、少なくとも８７ｌｂｆの釘引き抜き
、及び流れ方向において少なくとも６５９ｐｓｉのＭＯＲ、及び横方向において少なくと
も２０６ｐｓｉのＭＯＲを有する、上記［１］に記載のウォールボード。
［６］前記ウォールボードが、３／４インチの厚み、少なくとも９７ｌｂｆの釘引き抜き
、及び流れ方向において少なくとも５２０ｐｓｉのＭＯＲ、及び横方向において少なくと
も１７４ｐｓｉのＭＯＲを有する、上記［１］に記載のウォールボード。
［７］前記ウォールボードが、１インチの厚み、少なくとも１０３ｌｂｆの釘引き抜き、
及び流れ方向において少なくとも３３９ｐｓｉのＭＯＲ、及び横方向において少なくとも
１３５ｐｓｉのＭＯＲを有する、上記［１］に記載のウォールボード。
［８］前記吸音タイルが、ウェットフェルト吸音タイルである、上記［１］に記載のウォ
ールボード。
［９］前記ウェットフェルト吸音タイルがミネラルウール、コーンスターチ、及び紙繊維
を含む、上記［８］に記載のウォールボード。
［１０］前記ウェットフェルト吸音タイルが、約５重量％から約９３重量％のミネラルウ
ール、約２重量％から約１５重量％のコーンスターチ、及び約０．１重量％から約２０重
量％の紙繊維を含む、上記［９］に記載のウォールボード。
［１１］前記ウェットフェルト吸音タイルがミネラルウール、コーンスターチ、ラテック
ス、及び紙繊維を含む、上記［８］に記載のウォールボード。
［１２］前記ウェットフェルト吸音タイルが、約５重量％から約９３重量％のミネラルウ
ール、約２重量％から約１５重量％のコーンスターチ、約０．１重量％から約５重量％の
ラテックス、及び約０．１重量％から約２０重量％の紙繊維を含む、上記［９］に記載の
ウォールボード。
［１３］前記ウェットフェルト吸音タイルがミネラルウール、コーンスターチ、ラテック
ス、紙繊維、及びパーライトを含む、上記［８］に記載のウォールボード。
［１４］前記ウェットフェルト吸音タイルが、約５重量％から約９３重量％のミネラルウ
ール、約２重量％から約１５重量％のコーンスターチ、約０．１重量％から約５重量％の
ラテックス、約０．１重量％から約２０重量％の紙繊維、及び約０．０１重量％から約５
０重量％のパーライトを含む、上記［９］に記載のウォールボード。
［１５］吸音タイルの総量が、焼き石膏重量に基づき、約０．０５重量％から約５重量％
である、上記［１］に記載のウォールボード。
［１６］前記吸音タイルが成型吸音タイルである、上記［１］に記載のウォールボード。
［１７］硬化石膏のインターロッキングマトリックスを含む石膏ウォールボードの作製方
法であって、以下の工程を含む方法：
　水、焼き石膏、及び吸音タイルを含む混合物を形成する工程；
及び
　該混合物を成型して石膏ウォールボードを形成する工程であって、該ウォールボードが
、以下に従って、ウォールボードの厚みに応じた、釘引き抜き抵抗、流れ方向におけるＭ
ＯＲ、及び横方向におけるＭＯＲを有する、工程：
　（ｉ）１／４インチのウォールボードについて、少なくとも３６ｌｂｆの釘引き抜き抵
抗、流れ方向において少なくとも１２８８ｐｓｉのＭＯＲ、及び横方向において少なくと
も４４８ｐｓｉのＭＯＲ；
　（ｉｉ）３／８インチのウォールボードについて、少なくとも５６ｌｂｆの釘引き抜き
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抵抗、流れ方向において少なくとも９５８ｐｓｉのＭＯＲ、及び横方向において少なくと
も３２４ｐｓｉのＭＯＲ；
　（ｉｉｉ）１／２インチのウォールボードについて、少なくとも７７ｌｂｆの釘引き抜
き抵抗、流れ方向において少なくとも７４９ｐｓｉのＭＯＲ、及び横方向において少なく
とも２５２ｐｓｉのＭＯＲ；
　（ｉｖ）５／８インチのウォールボードについて、少なくとも８７ｌｂｆの釘引き抜き
抵抗、流れ方向において少なくとも６５９ｐｓｉのＭＯＲ、及び横方向において少なくと
も２０６ｐｓｉのＭＯＲ；
　（ｖ）３／４インチのウォールボードについて、少なくとも９７ｌｂｆの釘引き抜き抵
抗、流れ方向において少なくとも５２０ｐｓｉのＭＯＲ、及び横方向において少なくとも
１７４ｐｓｉのＭＯＲ；
　（ｖｉ）１インチのウォールボードについて、少なくとも１０３ｌｂｆの釘引き抜き抵
抗、流れ方向において少なくとも３３９ｐｓｉのＭＯＲ、及び横方向において少なくとも
１３５ｐｓｉのＭＯＲ。
［１８］混合物中の吸音タイルの総量が、混合物中の焼き石膏重量に基づき、約０．０５
重量％から約５重量％である、上記［１７］に記載の方法。
［１９］前記吸音タイルがウェットフェルト吸音タイルである、上記［１７］に記載の方
法。
［２０］前記ウェットフェルト吸音タイルがミネラルウール、コーンスターチ、及び紙繊
維を含む、上記［１８］に記載の方法。
［２１］前記ウェットフェルト吸音タイルが、約５重量％から約９３重量％のミネラルウ
ール、約２重量％から約１５重量％のコーンスターチ、及び約０．１重量％から約２０重
量％の紙繊維を含む、上記［１９］に記載の方法。
［２２］前記ウェットフェルト吸音タイルがミネラルウール、コーンスターチ、ラテック
ス、及び紙繊維を含む、上記［１８］に記載の方法。
［２３］前記ウェットフェルト吸音タイルが、約５重量％から約９３重量％のミネラルウ
ール、約２重量％から約１５重量％のコーンスターチ、約０．１重量％から約５重量％の
ラテックス、及び約０．１重量％から約２０重量％の紙繊維を含む、上記［２１］に記載
の方法。
［２４］前記ウェットフェルト吸音タイルがミネラルウール、コーンスターチ、ラテック
ス、紙繊維、及びパーライトを含む、上記［１８］に記載の方法。
［２５］前記ウェットフェルト吸音タイルが、約５重量％から約９３重量％のミネラルウ
ール、約２重量％から約１５重量％のコーンスターチ、約０．１重量％から約５重量％の
ラテックス、約０．１重量％から約２０重量％の紙繊維、及び約０．０１重量％から約５
０重量％のパーライトを含む、上記［２３］に記載の方法。
［２６］焼き石膏、水及び吸音タイル、並びに最適に他の添加物を含む組成物であって、
該組成物が１／４インチウォールボードに成型される場合に、該ウォールボードが少なく
とも３６ｌｂｆの釘引き抜き抵抗、流れ方向において少なくとも１２８８ｐｓｉのＭＯＲ
、及び横方向において少なくとも４４８ｐｓｉのＭＯＲを有する、組成物。
［２７］吸音タイルの総量が、焼き石膏重量に基づき、約０．０１重量％から約７重量％
である、上記［２６］に記載の組成物。
［２８］吸音タイルの総量が、焼き石膏重量に基づき、約０．０５重量％から約７重量％
である、上記［２６］に記載の組成物。
［２９］吸音タイルの総量が、焼き石膏重量に基づき、約０．０１重量％から約５重量％
である、上記［２６］に記載の組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　硬化石膏のインターロッキングマトリックスを含む石膏ウォールボードであって、該ウ
ォールボードが、焼き石膏、水及び吸音タイルを含む組成物から形成されており、ウォー
ルボードが以下に従って、ウォールボードの厚みに応じた、釘引き抜き抵抗、流れ方向に
おけるＭＯＲ、及び横方向におけるＭＯＲを有する、石膏ウォールボード：
　（ｉ）１／４インチのウォールボードについて、少なくとも３６ｌｂｆの釘引き抜き抵
抗、流れ方向において少なくとも１２８８ｐｓｉのＭＯＲ、及び横方向において少なくと
も４４８ｐｓｉのＭＯＲ；
　（ｉｉ）３／８インチのウォールボードについて、少なくとも５６ｌｂｆの釘引き抜き
抵抗、流れ方向において少なくとも９５８ｐｓｉのＭＯＲ、及び横方向において少なくと
も３２４ｐｓｉのＭＯＲ；
　（ｉｉｉ）１／２インチのウォールボードについて、少なくとも７７ｌｂｆの釘引き抜
き抵抗、流れ方向において少なくとも７４９ｐｓｉのＭＯＲ、及び横方向において少なく
とも２５２ｐｓｉのＭＯＲ；
　（ｉｖ）５／８インチのウォールボードについて、少なくとも８７ｌｂｆの釘引き抜き
抵抗、流れ方向において少なくとも６５９ｐｓｉのＭＯＲ、及び横方向において少なくと
も２０６ｐｓｉのＭＯＲ；
　（ｖ）３／４インチのウォールボードについて、少なくとも９７ｌｂｆの釘引き抜き抵
抗、流れ方向において少なくとも５２０ｐｓｉのＭＯＲ、及び横方向において少なくとも
１７４ｐｓｉのＭＯＲ；及び
　（ｖｉ）１インチのウォールボードについて、少なくとも１０３ｌｂｆの釘引き抜き抵
抗、流れ方向において少なくとも３３９ｐｓｉのＭＯＲ、及び横方向において少なくとも
１３５ｐｓｉのＭＯＲ。
【請求項２】
　前記吸音タイルが、ウェットフェルト吸音タイルであり、該ウェットフェルト吸音タイ
ルが、ミネラルウール、コーンスターチ、紙繊維を含み、かつラテックス及び／又はパー
ライトを含んでいてもよい、請求項１に記載のウォールボード。
【請求項３】
　前記ウェットフェルト吸音タイルが、５重量％から９３重量％のミネラルウール、２重
量％から１５重量％のコーンスターチ、及び０．１重量％から２０重量％の紙繊維を含む
、請求項２に記載のウォールボード。
【請求項４】
　前記ウェットフェルト吸音タイルが、５重量％から９３重量％のミネラルウール、２重
量％から１５重量％のコーンスターチ、０．１重量％から５重量％のラテックス、及び０
．１重量％から２０重量％の紙繊維を含む、請求項２に記載のウォールボード。
【請求項５】
　前記ウェットフェルト吸音タイルが、５重量％から９３重量％のミネラルウール、２重
量％から１５重量％のコーンスターチ、０．１重量％から５重量％のラテックス、０．１
重量％から２０重量％の紙繊維、及び０．０１重量％から５０重量％のパーライトを含む
、請求項２に記載のウォールボード。
【請求項６】
　吸音タイルの総量が、焼き石膏重量に基づき、０．０５重量％から５重量％である、請
求項１に記載のウォールボード。
【請求項７】
　前記吸音タイルが成型吸音タイルである、請求項１に記載のウォールボード。
【請求項８】
　硬化石膏のインターロッキングマトリックスを含む石膏ウォールボードの作製方法であ
って、以下の工程を含む方法：
　水、焼き石膏、及び吸音タイルを含む混合物を形成する工程；
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及び
　該混合物を成型して石膏ウォールボードを形成する工程であって、該ウォールボードが
、以下に従って、ウォールボードの厚みに応じた、釘引き抜き抵抗、流れ方向におけるＭ
ＯＲ、及び横方向におけるＭＯＲを有する、工程：
　（ｉ）１／４インチのウォールボードについて、少なくとも３６ｌｂｆの釘引き抜き抵
抗、流れ方向において少なくとも１２８８ｐｓｉのＭＯＲ、及び横方向において少なくと
も４４８ｐｓｉのＭＯＲ；
　（ｉｉ）３／８インチのウォールボードについて、少なくとも５６ｌｂｆの釘引き抜き
抵抗、流れ方向において少なくとも９５８ｐｓｉのＭＯＲ、及び横方向において少なくと
も３２４ｐｓｉのＭＯＲ；
　（ｉｉｉ）１／２インチのウォールボードについて、少なくとも７７ｌｂｆの釘引き抜
き抵抗、流れ方向において少なくとも７４９ｐｓｉのＭＯＲ、及び横方向において少なく
とも２５２ｐｓｉのＭＯＲ；
　（ｉｖ）５／８インチのウォールボードについて、少なくとも８７ｌｂｆの釘引き抜き
抵抗、流れ方向において少なくとも６５９ｐｓｉのＭＯＲ、及び横方向において少なくと
も２０６ｐｓｉのＭＯＲ；
　（ｖ）３／４インチのウォールボードについて、少なくとも９７ｌｂｆの釘引き抜き抵
抗、流れ方向において少なくとも５２０ｐｓｉのＭＯＲ、及び横方向において少なくとも
１７４ｐｓｉのＭＯＲ；
　（ｖｉ）１インチのウォールボードについて、少なくとも１０３ｌｂｆの釘引き抜き抵
抗、流れ方向において少なくとも３３９ｐｓｉのＭＯＲ、及び横方向において少なくとも
１３５ｐｓｉのＭＯＲ。
【請求項９】
　混合物中の吸音タイルの総量が、混合物中の焼き石膏重量に基づき、０．０５重量％か
ら５重量％である、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記吸音タイルがウェットフェルト吸音タイルであり、該ウェットフェルト吸音タイル
が、ミネラルウール、コーンスターチ、紙繊維を含み、かつラテックス及び／又はパーラ
イトを含んでいてもよい、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ウェットフェルト吸音タイルが、５重量％から９３重量％のミネラルウール、２重
量％から１５重量％のコーンスターチ、及び０．１重量％から２０重量％の紙繊維を含む
、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ウェットフェルト吸音タイルが、５重量％から９３重量％のミネラルウール、２重
量％から１５重量％のコーンスターチ、０．１重量％から５重量％のラテックス、及び０
．１重量％から２０重量％の紙繊維を含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ウェットフェルト吸音タイルが、５重量％から９３重量％のミネラルウール、２重
量％から１５重量％のコーンスターチ、０．１重量％から５重量％のラテックス、０．１
重量％から２０重量％の紙繊維、及び０．０１重量％から５０重量％のパーライトを含む
、請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　焼き石膏、水及び吸音タイル、並びに最適に他の添加物を含む組成物であって、該組成
物が１／４インチウォールボードに成型される場合に、該ウォールボードが少なくとも３
６ｌｂｆの釘引き抜き抵抗、流れ方向において少なくとも１２８８ｐｓｉのＭＯＲ、及び
横方向において少なくとも４４８ｐｓｉのＭＯＲを有する、組成物。
【請求項１５】
　吸音タイルの総量が、焼き石膏重量に基づき、０．０１重量％から５重量％である、請
求項１４に記載の組成物。
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